
   東大和市都市公園条例の一部を改正する条例 

 東大和市都市公園条例（平成１０年条例第１７号）の一部を次のように改正する。 

 第６条に次の１号を加える。 

（１０）前各号に掲げるもののほか、都市公園の管理上支障がある行為をすること。 

 第９条の次に次の１条を加える。 

 （仮設の占用物件） 

第９条の２ 令第１２条第２項第１０号に規定する条例で定める仮設の物件又は施設

は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）上北台緑地に設置する公共自転車等駐車場 

（２）立野西緑地に設置する公共自転車等駐車場 

 別表の３の部を次のように改める。 

 ３ 法第６条第１項又は第３項の規定により許可を受けて占用する場合 

種別 単位 使用料 

第１種電柱 

１本１年当たり 

２，３００円 

第２種電柱 ３，６００円 

第３種電柱 ４，９００円 

第１種電話柱 

１本１年当たり 

２，１００円 

第２種電話柱 ３，４００円 

第３種電話柱 ４，６００円 

その他の柱類 １本１年当たり ２１０円 

電線 
架空 １メートル１年

当たり 

２１円 

地下 １３円 

変圧塔その他これに類するもの及び公衆電

話所 
１個１年当たり ４，２００円 

 

 

 

 

 

 

水道管、

下水道管

又はガス

管 

外径が０．０７メートル未満

のもの 

 

 

 

 

 

 

 

１メートル１年

当たり 

８８円 

外径が０．０７メートル以上

０．１メートル未満のもの 
１３０円 

外径が０．１メートル以上

０．１５メートル未満のもの 
１９０円 

外径が０．１５メートル以上

０．２メートル未満のもの 
２５０円 

外径が０．２メートル以上

０．３メートル未満のもの 
３８０円 



 外径が０．３メートル以上

０．４メートル未満のもの 
５００円 

外径が０．４メートル以上

０．７メートル未満のもの 
８８０円 

外径が０．７メートル以上 

１メートル未満のもの 
１，３００円 

外径が１メートル以上のもの ２，５００円 

標識 １本１年当たり ３，４００円 

天体、気象又は土地の観測施設 
１平方メートル

１年当たり 
４，２００円 

その他の占用物件 
１平方メートル

１年当たり 
４，２００円 

 別表備考中４の項を６の項とし、１の項から３の項までを２項ずつ繰り下げ、同表

備考に１の項及び２の項として次の２項を加える。 

  １ 第１種電柱とは、電柱（当該電柱に設置される変圧器を含む。以下同じ。）

のうち３条以下の電線（当該電柱を設置する者が設置するものに限る。以下こ

の項において同じ。）を支持するものを、第２種電柱とは、電柱のうち４条又

は５条の電線を支持するものを、第３種電柱とは、電柱のうち６条以上の電線

を支持するものをいうものとする。 

  ２ 第１種電話柱とは、電話柱（電話その他の通信又は放送の用に供する電線を

支持する柱をいい、電柱であるものを除く。以下同じ。）のうち３条以下の電

線（当該電話柱を設置する者が設置するものに限る。以下この項において同

じ。）を支持するものを、第２種電話柱とは、電話柱のうち４条又は５条の電

線を支持するものを、第３種電話柱とは、電話柱のうち６条以上の電線を支持

するものをいうものとする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の別表の３の部の規定は、施行日以降の占用に係る使用料について適用し、

施行日前の占用に係る使用料については、なお従前の例による。 

３ 改正後の別表の３の部の規定にかかわらず、施行日から令和８年３月３１日まで

の間の都市公園法（昭和３１年法律第７９号）第６条第１項又は第３項の規定によ

る許可に基づく占用（以下「占用」という。）に係る使用料については附則別表第



１の定めるところにより、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までの間の占

用に係る使用料については附則別表第２の定めるところにより、令和９年４月１日

から令和１０年３月３１日までの間の占用に係る使用料については附則別表第３の

定めるところにより、算出した額とする。 

附則別表第１（附則第３項関係） 

種別 単位 使用料 

第１種電柱 

１本１年当たり 

２，３００円 

第２種電柱 ３，５００円 

第３種電柱 ３，５００円 

第１種電話柱 

１本１年当たり 

１，８００円 

第２種電話柱 １，８００円 

第３種電話柱 １，８００円 

その他の柱類 １本１年当たり １７０円 

電線 
架空 １メートル１年

当たり 

２１円 

地下 １１円 

変圧塔その他これに類するもの及び公衆電

話所 
１個１年当たり ３，１００円 

水道管、

下水道管

又はガス

管 

外径が０．０７メートル未満

のもの 

１メートル１年

当たり 

７８円 

外径が０．０７メートル以上

０．１メートル未満のもの 
１１０円 

外径が０．１メートル以上

０．１５メートル未満のもの 
１７０円 

外径が０．１５メートル以上

０．２メートル未満のもの 
２２０円 

外径が０．２メートル以上

０．３メートル未満のもの 
３１０円 

外径が０．３メートル以上

０．４メートル未満のもの 
４１０円 

外径が０．４メートル以上

０．７メートル未満のもの 
７８０円 

外径が０．７メートル以上 

１メートル未満のもの 
１，１００円 



外径が１メートル以上のもの ２，２００円 

標識 １本１年当たり ２，６００円 

天体、気象又は土地の観測施設 
１平方メートル

１年当たり 
１，４００円 

その他の占用物件 
１平方メートル

１年当たり 
３，３００円 

 備考 

  １ 第１種電柱とは、電柱（当該電柱に設置される変圧器を含む。以下同じ。）

のうち３条以下の電線（当該電柱を設置する者が設置するものに限る。以下こ

の項において同じ。）を支持するものを、第２種電柱とは、電柱のうち４条又

は５条の電線を支持するものを、第３種電柱とは、電柱のうち６条以上の電線

を支持するものをいうものとする。 

  ２ 第１種電話柱とは、電話柱（電話その他の通信又は放送の用に供する電線を

支持する柱をいい、電柱であるものを除く。以下同じ。）のうち３条以下の電

線（当該電話柱を設置する者が設置するものに限る。以下この項において同

じ。）を支持するものを、第２種電話柱とは、電話柱のうち４条又は５条の電

線を支持するものを、第３種電話柱とは、電話柱のうち６条以上の電線を支持

するものをいうものとする。 

  ３ 使用料の額を算定する基礎となる面積若しくは長さが１平方メートル若しく

は１メートル未満であるとき又はこれらの面積若しくは長さに１平方メートル

若しくは１メートル未満の端数があるときは、これらの面積若しくは長さは、

１平方メートル若しくは１メートルとして計算するものとする。 

  ４ 使用料の額が年額で定められているものに係る利用の期間が１年未満である

とき又はその期間に１年未満の端数があるときは、その期間は、月割をもって

計算し、利用の期間が１月未満であるとき又はその期間に１月未満の端数があ

るときは、その期間は、１月として計算するものとする。 

附則別表第２（附則第３項関係） 

種別 単位 使用料 

第１種電柱 

１本１年当たり 

２，３００円 

第２種電柱 ３，６００円 

第３種電柱 ４，２００円 

第１種電話柱 

１本１年当たり 

２，１００円 

第２種電話柱 ２，２００円 

第３種電話柱 ２，２００円 



その他の柱類 １本１年当たり ２００円 

電線 
架空 １メートル１年

当たり 

２１円 

地下 １３円 

変圧塔その他これに類するもの及び公衆電

話所 
１個１年当たり ３，７００円 

水道管、

下水道管

又はガス

管 

外径が０．０７メートル未満

のもの 

１メートル１年

当たり 

８８円 

外径が０．０７メートル以上

０．１メートル未満のもの 
１３０円 

外径が０．１メートル以上

０．１５メートル未満のもの 
１９０円 

外径が０．１５メートル以上

０．２メートル未満のもの 
２５０円 

外径が０．２メートル以上

０．３メートル未満のもの 
３７０円 

外径が０．３メートル以上

０．４メートル未満のもの 
４９０円 

外径が０．４メートル以上

０．７メートル未満のもの 
８８０円 

外径が０．７メートル以上 

１メートル未満のもの 
１，３００円 

外径が１メートル以上のもの ２，５００円 

標識 １本１年当たり ３，１００円 

天体、気象又は土地の観測施設 
１平方メートル

１年当たり 
１，７００円 

その他の占用物件 
１平方メートル

１年当たり 
４，０００円 

 備考 

  １ 第１種電柱とは、電柱のうち３条以下の電線（当該電柱を設置する者が設置

するものに限る。以下この項において同じ。）を支持するものを、第２種電柱

とは、電柱のうち４条又は５条の電線を支持するものを、第３種電柱とは、電

柱のうち６条以上の電線を支持するものをいうものとする。 

  ２ 第１種電話柱とは、電話柱のうち３条以下の電線（当該電話柱を設置する者



が設置するものに限る。以下この項において同じ。）を支持するものを、第２

種電話柱とは、電話柱のうち４条又は５条の電線を支持するものを、第３種電

話柱とは、電話柱のうち６条以上の電線を支持するものをいうものとする。 

  ３ 使用料の額を算定する基礎となる面積若しくは長さが１平方メートル若しく

は１メートル未満であるとき又はこれらの面積若しくは長さに１平方メートル

若しくは１メートル未満の端数があるときは、これらの面積若しくは長さは、

１平方メートル若しくは１メートルとして計算するものとする。 

  ４ 使用料の額が年額で定められているものに係る利用の期間が１年未満である

とき又はその期間に１年未満の端数があるときは、その期間は、月割をもって

計算し、利用の期間が１月未満であるとき又はその期間に１月未満の端数があ

るときは、その期間は、１月として計算するものとする。 

附則別表第３（附則第３項関係） 

種別 単位 使用料 

第１種電柱 

１本１年当たり 

２，３００円 

第２種電柱 ３，６００円 

第３種電柱 ４，９００円 

第１種電話柱 

１本１年当たり 

２，１００円 

第２種電話柱 ２，６００円 

第３種電話柱 ２，６００円 

その他の柱類 １本１年当たり ２１０円 

電線 
架空 １メートル１年

当たり 

２１円 

地下 １３円 

変圧塔その他これに類するもの及び公衆電

話所 
１個１年当たり ４，２００円 

 

 

 

 

 

 

水道管、

下水道管

又はガス

管 

外径が０．０７メートル未満

のもの 

 

 

 

 

 

 

 

１メートル１年

当たり 

８８円 

外径が０．０７メートル以上

０．１メートル未満のもの 
１３０円 

外径が０．１メートル以上

０．１５メートル未満のもの 
１９０円 

外径が０．１５メートル以上

０．２メートル未満のもの 
２５０円 

外径が０．２メートル以上

０．３メートル未満のもの 
３８０円 



外径が０．３メートル以上

０．４メートル未満のもの 
５００円 

外径が０．４メートル以上

０．７メートル未満のもの 
８８０円 

外径が０．７メートル以上 

１メートル未満のもの 
１，３００円 

外径が１メートル以上のもの ２，５００円 

標識 １本１年当たり ３，４００円 

天体、気象又は土地の観測施設 
１平方メートル

１年当たり 
２，０００円 

その他の占用物件 
１平方メートル

１年当たり 
４，２００円 

 備考 

  １ 第１種電柱とは、電柱のうち３条以下の電線（当該電柱を設置する者が設置

するものに限る。以下この項において同じ。）を支持するものを、第２種電柱

とは、電柱のうち４条又は５条の電線を支持するものを、第３種電柱とは、電

柱のうち６条以上の電線を支持するものをいうものとする。 

  ２ 第１種電話柱とは、電話柱のうち３条以下の電線（当該電話柱を設置する者

が設置するものに限る。以下この項において同じ。）を支持するものを、第２

種電話柱とは、電話柱のうち４条又は５条の電線を支持するものを、第３種電

話柱とは、電話柱のうち６条以上の電線を支持するものをいうものとする。 

  ３ 使用料の額を算定する基礎となる面積若しくは長さが１平方メートル若しく

は１メートル未満であるとき又はこれらの面積若しくは長さに１平方メートル

若しくは１メートル未満の端数があるときは、これらの面積若しくは長さは、

１平方メートル若しくは１メートルとして計算するものとする。 

  ４ 使用料の額が年額で定められているものに係る利用の期間が１年未満である

とき又はその期間に１年未満の端数があるときは、その期間は、月割をもって

計算し、利用の期間が１月未満であるとき又はその期間に１月未満の端数があ

るときは、その期間は、１月として計算するものとする。 


